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議長定例記者会見 会見録 

 

日時：令和２年８月１１日 １０時３０分～ 

場所：全員協議会室 

 

１ 冒頭の挨拶 

 

２ 質疑項目 

○新型コロナウイルス感染症への諸対応について 

○三重民主連合について 

○衆議院の解散について 

○紀伊半島三県議会交流会議について 

 

１ 冒頭の挨拶 

（議長）おはようございます。ただいまから８月の議長定例記者会見を始めさ

せていただきます。本日は発表事項はございませんけれども、新型コロナウイ

ルスにつきまして少しコメントを述べさせていただきたいと思います。 

新型コロナウイルス感染症につきましては、本県におきましても８月以降、

特に７月の下旬ごろから短期間で新規感染者が急増しておりまして、８月３日

には知事から緊急警戒宣言が発出されたところでございます。県内の新規感染

者は、県外からの関連する事例が多く見られているわけでございますけれども、

ここに来まして家庭内なり身近な方々からの感染であるとか、また、感染経路

が分からない事例なども出てきておりまして、大変憂慮されるところであると

感じております。今はとにかくウイルスを持ち込まない、そして持ち込まれた

ウイルスを拡散させないということが肝要であると考えております。 

県議会の定例月会議も来月から始まってまいりますので、感染防止対策をあ

らためて徹底したいと考えております。県民の皆さまにおかれましては、引き

続き新しい生活様式による感染防止対策の徹底によりまして、ご自身の身を守

っていただきますとともに、ご家族や知人等への注意喚起などもご協力いただ

ければと思っております。 

また新たに新型コロナウイルスに感染した方々や、その家族やお勤め先の企

業などに対しての差別とか偏見いじめ、誹謗中傷が生じないようお願いしたい

と思います。今後は、社会経済活動への影響を最小限にした上で、県民の皆さ

まの命と健康を守っていくことが、重要かつ喫緊の課題でありますけれども、

まだまだ厳しい状況が続くことも想定されます。このため８月４日の予算決算

常任委員会によります、令和２年版成果レポートに基づく県政運営等に関する

知事への申入れの中におきましても、みえモデルに基づく医療体制の充実・強
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化、事業と雇用を守るための事業者支援の充実・強化等について、強く要望が

なされたところでございます。 

また、議会の運営に関しましては、感染拡大防止に係る補正予算などの急を

要する議案の迅速な審議、議事堂における感染防止対策の徹底など、これまで

以上に気を引き締め適切に取り組んでいきたいと考えております。私からは以

上でございます。よろしくお願いいたします。 

 

２質疑応答 

○新型コロナウイルス感染症への諸対応について 

（質問）じゃあ幹事社のほうから。先ほど、議長おっしゃられた議事堂におけ

る感染予防対策の徹底というところで、具体的にはあらためてどういう対策を

されるのか教えてください。 

 

（議長）議会の感染予防ですか。これまでにもしっかりと対応してきたところ

でございますけれども、特に、最近の状況を見ておりまして、県外への移動に

ついてはお互い自覚を持って慎重に検討いただくとか、また、普段、熱を測っ

たりしながら体調をしっかり管理をしていただく。体調が悪い場合は、登庁の

自粛を検討いただくとか、そういう基本的なところについて、しっかりと今一

度お互い自覚をしながら、臨んでいきたいというふうに思っております。 

 

（質問）熱測ったりするその体調管理というのは、特に義務付けるわけではな

いんですか。 

 

（議長）ごめんなさい。 

 

（質問）体調管理を義務付けるわけではなくて、それを推奨していくっていう

方針ですか。 

 

（議長）今のところ、もちろん推奨していくっていうことでございますけれど

も、今後、しっかりとした対応を、取っていくべきと考えておりますので、強

制ということはできないんでしょうけれども、あらためて、しっかり意識し合

えるような形をとっていきたいと思っております。 

 

（質問）ありがとうございます。幹事社からは以上です。 

 

（質問）８月中に臨時議会を開かれる予定はありますか。 
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（議長）議会側からですね、８月内に臨時会、議会側からの話ということです

か。 

 

（質問）もし当局が何か提案があるのならそれも含めて。 

 

（議長）ごめんなさい。今、聞いておりますのは、９月会議を待たずして、ち

ょっと早急に補正予算、国の補正予算を受けた上での補正予算を、検討されて

おられるようにも聞いておりますので、８月のうちに、議会を開かせていただ

く必要があるかもしれません。それについては、早速、要請がございましたら、

柔軟に迅速に、対応させていただきたいのとですね、議会のほうから、全員協

議会を開催させていただいて、そして今、大変憂慮すべき状況だと思っており

ますので、感染者が増えてきておりますし、状況も大変深刻な状況になってき

ておりますので、あらためて新型コロナウイルス感染症への対応について、一

度、９月会議までに、全協で報告を聞きたいということで、今申し入れて調整

をしておるところでございます。 

 

（質問）全員協議会は、おそらく開かれるであろう臨時議会と合わせて、同じ

タイミングぐらいで、開かれようというお考えでしょうか。 

 

（議長）いや、それ以前に、おそらく執行部側から求めていただく日程の以前

に、全協は開催させていただければと思っておりまして、一応全協でいろいろ

今の状況のお話も聞かせていただき、またあらためて県の対応の在り方も聞か

せていただいて、その上で臨んでいきたいとも思っておりますので、今調整中

でございますけれども、そういうようなことでございます。 

 

（質問）発表項目以外では特に幹事社から無いので、本件以外で何かあれば。

じゃ無ければ。 

 

―第二県政記者クラブの方も含めてお願いします― 

 

（質問）県政レポート申し入れ含めて、全般に今議会があるのが、執行部がす

でに挙げていることの追認でしかないじゃないですか。全体にその独自的な急

増している対策っていうのは、全協で話すっていうことですか。あれはでも予

算の関係の全協ですよね。今度開く全協って。確か８月１９日くらいだった。 

 

（議長）こちらから、議会側からお願いしている全協は、予算を前提にしたと

いうことよりも、今のこの感染が拡大している中で、県の対応の在り方、中で
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も医療提供体制が本当に安心できるのか。国から新たにこの方針も出ておりま

して、それに基づくベッド数であるとか、そういうものの推計も７月内にされ

ているところもあると思いますので、その点も含めながらしっかりと聞かせて

いただいて、県民の皆さまからいろいろ議員も聞かせていただいているところ

もあると思いますので、それも踏まえながら今の現状も聞かせていただいて、

補正予算、並びにまた９月の会議に臨んでいきたいということで全協をさせて

いただくんですけれども。 

 

（質問）だから結論から言えば、８月中旬にやる全協で少なくとも予算の関係

と補正予算の関係と、それとコロナが急増している関係について意見をある程

度取りまとめてるっていう話ですか。 

 

（議長）意見は取りまとめておりません。 

 

（質問）取りまとめてるって、議員から意見が出たら何らかの形でまとまるじ

ゃないですか。そういう意味の取りまとめね。 

 

（議長）はい。 

 

（質問）そういう論議をしたいということですね。 

 

（議長）そうですね。 

 

（質問）だから、全般にその対応が遅いっていう感じがあって、少なくともプ

レミアム旅行券の件とか、あれも８月１７日待って判断するって話なので、そ

の辺含めて議会が何らかの、経済対策と命の両立、みえモデルをやっているわ

けだけど、これは果たしてそれでいいのかどうかとか、あるいは警戒宣言を出

したけど、愛知、岐阜は緊急事態宣言なんですね。なんでこのときに三重県は

乗らないのかと。東海３県で動きがあるわけだから。だとしたら、あのときに

緊急事態宣言でもよかったじゃないですか。そういうことの論議っていうのは、

要は８月の半ばまで待ってやるっていうこと自体が何かスピード感が無いです

けど、その辺はどう思われます？ 

 

（議長）確かに我々議会ももっと早く全員協議会を持って、今のような観点も

含めて聞かせていただく必要があるというふうに思っておりますけれども、い

かんせん、さまざまな日程のある中で日を作るわけでございますので、なかな

かこちらの思うようにもいきませんでしたし、議会のほうにもさまざまな日程
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が入って動かせない日程があったりして、大変急ぎながら日程を作るのが苦慮

しているところでございます。確かに今少しというか、もう少し早くそういう

機会を持たせていただくべきであろうとは思っておりますけれども、できる限

りの日程の中で、それでも早い日程を見つけて対応させていただいておるとい

うことでございます。 

 

（質問）だから議会内におけるコロナ対策は比較的に議会内のことだからやり

やすいと思うんですね。あの中でこの前全協かなんかで、代表者か、出てた案

で、傍聴者はできるだけ傍聴を控えていただいて、インターネットを活用みた

いなことを書かれてあったじゃないですか。それからいったら我々その記者ク

ラブに対しても、傍聴はしないでできたらインターネット等で見てほしいとか

そういうことも含めてるんですか。 

 

（議長）いやそういうところをちょっと考えておりませんけれども、一遍そう

いうところはきちっと整理をさせていただくべきところがあるんか分からない

ですね。 

 

（質問）要は全く全否定じゃなくてそこは検討するんですね。記者クラブの記

者の傍聴というのはインターネットとかでやってほしいとか。 

 

（議長）いやいや、記者さんに対する対応のさしていただき方っていう限定じ

ゃなしに申し訳ないですけども、議会の対応の在り方というのはですね、まだ

これから整理していく部分があろうかと思いますので、今ご指摘のいただいた

ところも踏まえながら、対応の仕方全体をもっと整理していく必要があるとい

うことで、すいませんが記者さんに対する対応の仕方という限定ではございま

せんけれども。全体としてまだまだ整理していく余地があるところはあるんだ

ろうというふうに思います。 

 

（質問）議長が質問の真意をご理解してないのかもしれないですけど。要はそ

んなことがあるべきじゃないという思いで聞いてるわけです。そんな、全国で

記者クラブの記者が、例えばインターネットで傍聴しておいてくれと、直に議

場来てくれるななんてことやったら、それこそ大問題ですよ。 

 

（議長）ええ。 

 

（質問）それはないんですねという確認で言ってるんで、検討もくそもないじ

ゃないですか。 
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（議長）そう。わかりました。はい。ございません。 

 

（質問）ないんですね。 

 

（議長）はい。 

 

○三重民主連合について 

（質問）あと議長は今、地域政党の三重民主連合の正会員でしたっけ。それと

もサポーター。準会員。 

 

（議長）今、三重民主連合というものが、ご存知のように正式な国の政党では

ございませんので、何をもって正式な会員っていう根拠になるのか分かりませ

んけども、とにかく、選挙の時には推薦をしていただいてますので、正式な会

員ということか分かりませんが、議長に就任させていただいた後は、できるだ

け公平な立場でなければいけませんので、今は自分では、一時期ちょっと置か

していただいてるっていうような状況でございます。 

 

（質問）置かす位置付けはサポーターなんですか、会員なんですか。 

 

（議長）サポーターというのも無いんです。 

 

（質問）新政みえさんの中でサポーターだっておっしゃってる議員いますよ。 

 

（議長）そうですか。 

 

（質問）はい。 

 

（議長）私は正式な、これまでは立場だというふうに、会員っていう言葉が合

うのかどうか分かりませんけれども、所属しておる立場であったというふうに

思いますけれども、議長に就任させていただいている間はですね、良識での対

応をさせていただくつもりでございますので。 

 

（質問）要するに多分、会員とかサポーターといったら、毎月その払うお金が

違うわけでしょうけど。地域政党の三重民主連合の場合は、そういう運営金の

徴収は無いということですね。 
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（議長）はい。 

 

（質問）だからそっから本題ですけど、今一応野党再編という形で動かれてて、

三重民主連合の代表の岡田衆議院議員も一応それの関わる立場じゃないですか。 

そういうのから考えて、野党再編が盆明けぐらいまでに何とかなるんじゃない

かという話ですが、その辺、議長どういうふうに捉えられてます？ 

 

（議長）議長の立場でございますので、ちょっとその辺の返答は控えさせてい

ただきたいと思います。 

 

（質問）そのまま文字にしていいんですね、議長の立場だから控えるっていう。 

 

（議長）はい。 

 

（質問）それだったら何にも政治については答えられないことになりますよ。

例えば、政府のコロナ対策の動きであるとか、あるいはＧoＴo キャンペーンで

あるとか、それも全部政務じゃないですか。だからそれだったら議長だから答

えられないっていうんだったら、本来、会見成り立たないじゃないですか。 

 

（議長）そうなりますか。 

 

（質問）はい、なりますね。少なくとも議長は議長だけど、別に、会派抜けて

議長になられてるわけじゃないんで他の議会みたいに。それだったら議長の行

司性というか、中間的な意味合いってのは強いけど、三重県議会の場合は会派

に所属したままなんですよね、前から言ってますけど。だとすれば、そこの会

派の意向ってのはある程度背負ってるわけだから、当然、野党も中にいらっし

ゃるわけでその再編について何らかのその考えがあってしかるべきじゃないで

すか、政治家ならば。議長は政治家でないわけないでしょ。単なる行政の議会

のトップじゃないですよね。政治家だからそれになってるわけで、その間に政

務のことについては聞くのは当たり前の話じゃないですか。 

 

（議長）いろんな立場の議員の方々がおいででございますので、一応その代表

という立場で議長の場所をお預かりしておりますので、私の個人的な感覚とか

考え方とかがどうしても話ししている中で出てくるんじゃないかという懸念も

ございますので、なかなかちょっと慎重にならざるをえません。 
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○衆議院の解散について 

（質問）じゃあ、ひるがえって副議長にお伺いしますけど、前、総選挙がある

かもしれないということで、６月７月、６月だったかな。ちょっとお聞きした

ときに、総選挙ね、その時に副議長は、個人的には今やるべきではないみたい

なことをおっしゃって、今、９月もこれもあるかどうかわからないですけど、

何となく解散があるようなあるいは、無いようなそういう形でアップダウンし

てるんですけど、副議長はどう思われますか、その総選挙について。 

 

（副議長）はい、ありがとうございます。私は変わらず解散すべきではないと

いう考え方でございますので、今、コロナウイルス対策をしっかりと収束をす

るまで、政府がしっかりとした対応をしていただきたいという思いでおります。

今、第２波がきておるこの状況の中で、三重県もそしてまた全国に非常に感染

者が増えている状況の中で、政府だけが、そしてまた、自民党、与党だけがそ

ういった考え方で選挙しようとかいうような形でもっていくこと自体、これは

間違っているというふうに私は思っておりますので、あらためて考えを覆すこ

とはありません。 

 

（質問）今、自民党県連の役員では幹部をしてられるんですけど、副議長は。

県連の中ではそういう話はされてないんですか。 

 

（副議長）ありがとうございます。全然、そういった解散状況というものは私

も確認しておりませんし、県連の三役の方もそういった意味合いで話をされる

ことはございません。 

 

○紀伊半島三県議会交流会議について 

（質問）あと、もっと答えやすい質問で、７月１７日に和歌山県で三県議会の

交流会議があったじゃないですか。７月なので、この会見までそのことについ

てお伺いしたいできなかったんですけど、実際問題、７月１７日行かれて、今

回、和歌山県議会主催ですけど、それについて、やられて率直なご感想を、議

長から。 

 

（議長）紀伊半島三県議会交流会議について、先般２８名参加をいただいたと

確認しておりますけれども、三県に共通する課題について意見交換を行う貴重

な機会として、また、やはり、隣県で交流を図るということ自体が、大変意義

のあることだと思っておりますので、貴重な機会になったと思わせていただい

ております。率直なっていうところもございましたので、お越しもいただいて

ましたのでね、見てもいただいたというふうに思いますけれども、「過疎地域の
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持続的な発展について」という議題と「大規模広域防災拠点の整備」っていう

二つの議題に対して意見交換をしたんですが、「大規模広域防災拠点の整備」に

つきましては、やはり大規模地震が想定される中で意識も高いですし、大変、

大規模広域防災拠点の計画については関心が各議員さん高かったようで意見も

活発にあったんですけれども、「過疎地域の持続的な発展について」という議題

のほうにつきましては、正直意見が少なくて、ちょっと活発な意見交換とまで

はならなかったということで、少し残念なところもございました。ただ、やは

り先ほども申し上げましたけれども、共通課題を確認し合いながら意見交換を

行う場所として、また隣県が交流をし合う場所として大切ですし、意義のある

ことだと思っておりますので、これからも積極的に続けていくべきだと思って

おりますし、さらに添えさせていただきますと、来年が三重県で開催というこ

とでございますので、今回のことも踏まえながら、より積極的で活発な会議に

なるように工夫ができるものがあれば工夫しながら進めていきたいと思ってお

ります。 

 

（質問）副議長はいかがですか。 

 

（副議長）ありがとうございます。私も参加させていただいて、参加させてい

ただく前に代表者会議の中で、この今の紀伊半島三県議会交流会議はもっと活

発化すべきじゃないかというようなお話もいただいて、和歌山県のほうに行か

せていただきました。ですから、来年度また三重県で開催をいたしますので、

三重県でもしっかりとそういったご批判が出ないように努力をさせていただこ

うと考えております。 

 

（質問）議長が言われたのは通り一辺倒のきれい事で終わっていたんですけど、

今、副議長が言われたように、実際その前に一部会派で、この三県議会の交流

会議はもう続ける意味があるのかとか、そういう意見も出て、今年はそれの試

金石というか値踏みで行かれた議員たちもいて、見たわけですよ。実際問題、

例えば議長は三県知事会議というのをご覧になったりとか、今年はＷｅｂ会議

でしたけど、そういうことはされたことはありますか。 

 

（議長）三県知事会議を見たということは今まで、申し訳ないですけど、ござ

いませんけれども、こちらも三県の交流会議がございますので、意識はさせて

いただいているところでございます。見たことはございません。 

 

（質問）会議録を読んだこともないですか。 
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（議長）会議録は見せていただいたことございますけれども、ちょっと中身ま

でなかなか全部覚えていませんけれども。 

 

（質問）普通の人間が普通に聞けば、三県知事会議のほうがはるかに中身があ

るわけです。なぜなら、政策論議やっていますよね。この議会交流会議の場合

は、政策論議っていうところじゃなくて、要は理念的なところで終わっていて、

じゃあ実際の具体的にどう作るかとか、そういうところの話まで進まないし、

じゃあワーキンググループ作るとか、そういうところの連携もない。だとすれ

ば、そこのところで、あえてわざわざ集まってやる意味があるのかというふう

なことは当然あり得る話で、もしそれを来年に生かすというならば、仮にその

ときにたぶん議長はもう交代されていると思いますけど、後任議長に何を残さ

れたいですか。 

 

（議長）今ご指摘いただいたようなところは往々にしてあるところだと思って

いますし、そんなところから先ほど副議長が申された、開催以前から議員さん

の中でもその意義についていろいろ感想を述べられる方もございましたし、意

義について問われる方もございました。私らなりに一度この今年の経験や内容

をあらためて検証もさせていただいて、今ちょっとここでどういうことを残す

とまではよう言いませんけれども、やはりきちっとどうやって運営したらいい

かとか、どういう観点を入れたらいいかとか、ちょっとあらためて検証もさせ

ていただく中で、ぜひ来年も開催していただくべきだと思っておりますので、

なんらかの工夫について、次の議長に経験からお伝えをさせていただいて、よ

り良いものにしていただくようにお願いをしたいと思っております。 

 

（質問）どうも。 

 

（質問）無いでしょうか。無ければこれで終わります。 

 

（議長）ありがとうございました。またよろしくお願いいたします。 

 

 

（ 以 上 ） １０時５８分 終了 


